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令和５年度 学校教育目標 

  

１５０周年記念イベント感謝の気持ちとお知らせ 
 新学期が始まり、秋の訪れを感じることができる９月がやってまいりました。今年の夏は、

猛暑日の連続で保護者の皆さまも子どもたちの体調管理が大変だったことと思います。しかし

ながら、夏休み期間中に大きな事故やケガの報告

もなく、無事に２学期のスタートを切ることがで

きましたのも保護者の皆さまや地域の皆さまが温

かく見守ってくださったお陰です。心より感謝申

し上げます。この時期、稲穂がたわわに実り、田

園風景が一層美しさを増します。また、黒豆も大

きく育ち、秋の味覚を楽しむ季節となります。先

日、５年生が糯ヶ坪の谷口敏明さんにお世話にな

り、稲を刈り取りました。秋の丹波篠山は、自然

の恵みで潤っており、これからの数ヶ月美味しい

もので存分に楽しむことができるでしょう。 

 

創立 150 周年記念のイベントに多くの皆さまにお集まりいただき、ともにお祝いしてくださ

りありがとうございました。暑い日でしたが、皆さまの温かな笑顔とご協力のおかげで、素晴

らしい１５０周年記念を開催することができました。多くの卒業生、保護者、地域の皆さまが

一堂に会し、学校の歴史と共に歩んできたことをともに祝うことができ、心から感謝申し上げ

ます。皆様のご協力と温かいご参加が、この記念すべき日を成功に導いてくれました。ありが

とうございました。また、児童が心をこめて考えたおもてなしを、楽しんでいただけたことを

嬉しく思います。子ど

もたちは、150 周年を

祝ってフィンガーペイ

ントをしたり、くじ引

きでお菓子を当てた

り、自分の夢を書いた

風船を飛ばしたりと思

い出に残る1 日となり

ました。 

 

今年１年は、１５０周年を祝う行事を引続き行っていきます。次は、１０月２９日（日）に

ある八上スポーツフェスティバルです。４年ぶりに行うことができることを楽しみにしており

ます。その次は、１２月１日（金）の学習発表会です。よろしくお願いいたします。 



全校学び合い 
1 学期に取り組んだ全校学び合いを 2 学期より、週に1 回（木曜日 1 時間目）固定して取り

組んでいます。学び合いは、児童同士が学び合うことで、学習への動機付けを図るとともに、

児童のコミュニケーション能力の向上、多様な人と折り合いをつけて自らの課題を達成する経

験をさせます。５分、10 分でもいいので、児童

が互いに力を引き出す場面をつくることが、学び

合いの要です。学び合いは、教わる児童・教える

児童の双方にメリットがあります。分からないと

ころがある児童は、いつでも他の児童に聞くこと

ができるし、教える側も自分の言葉で説明するこ

とによって理解が深まり、理解の浅かった部分が

明確になります。社会に出ればチームで仕事をす

ることが多く、学び合いを通して学力の定着だけ

でなく、コミュニケーションの大切さやさまざまな考えをもつ人がいることを実感してほしい

と思います。大まかな流れは ①課題を説明 ②全員達成が目的なので、ネームプレートを未達

成の所にはる③まず1 人で取り組み、グループ（学年の枠を超えてもよい）で考える。④課題

ができたらネームプレートを達成の所へ移動させる。⑤全員達成に結びつくように行動する。 

 
 お知らせ  

・１５０周年記念事業に向けて、昭和６年４月～昭和７年３月生の同窓生

（西八上 梶村敏司さん代表）の皆さまから、八上小学校同窓会に金一

封をいただきました。今まで同窓会を開くために集めておられました

が、同窓会を開くことができなくなり、八上小学校同窓会へのご寄付

となりました。ありがとうございました。 
 

日 曜 学校（園）行事 日 曜 学校（園）行事 

1 日  16 月 登校指導 PTA挨拶 安全点検 人権朝会  

2 月 登校指導 市あいさつ運動 朝会  17 火  

3 火  18 水 幼：うたまつり  

4 水 幼：秋の遠足 19 木 委員会活動⑤ 

5 木 クラブ④ 20 金 読み聞かせ④ 代表委員会  

6 金 SC 代表委員会 外掃除 21 土  

7 土  22 日  

8 日  23 月 高城集会  

9 月 スポーツの日 24 火 加湿器設置  

10 火  25 水  

11 水 航空写真 26 木   

12 木 小中連携朝の立ち番（糯ケ坪交差点） 27 金 SC 

13 金  28 土 篠山中学校文化祭  

14 土  29 日 八上スポーツフェスティバル 

15 日  30 月 スポフェス代休日（小学校のみ予備日） 

   31 火  

梶村敏司さん 


